
公文桜川書写教室 桜川市友部1392-2所在地

古橋道代指導者名 090-7730-1860連絡先

ペ ン 習 字
筆 ペ ン

か き か た
毛 筆

※入会金・月会費とも消費税を含みます。
※会費には教材費を含みます。

月会費
大　人（中学生以上）……4,840円
子ども（小学生以下）……3,6３0円

大人・子ども共通……3,500円
入会金

無料体験実施中

はじめませんか、
　　　　 くもんで書写。
お子様から大人まで
くもんの書写は選べる4教科

糖尿病専門医・内分泌代謝科専門医

県西糖尿病内分泌内科クリニック
院長 槌田 武史

診療時間 月 火 水 木 金 土

午前 8:30 -12:30 〇 〇 〇 〇 〇 14：00まで

午後 14:30 -18:30 ／ 〇 〇 ／ 〇 日・祝休診

筑西市成田678番地（筑西警察署斜め向かい） 電話：0296-48-9609

予約制のためお電話でのご予約をお願い致します
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六
月
の
古
文
書
か
ら

　

時
宗
を
束
ね
る
清
浄
光
寺
（
遊

行
寺
・
神
奈
川
県
藤
沢
市
）
の
住

職
は
遊ゆ

ぎ
ょ
う行

上し
ょ
う
に
ん人

と
呼
ば
れ
、
全
国

を
歩
い
て
念
仏
を
広
め
ま
し
た
。

　

戦
国
時
代
の
遊
行
上
人
、
他た

阿あ

有ゆ
う
ざ
ん三

が
真ま

か
べ壁

道ど
う
む無

に
出
し
た
６
月

21
日
付
け
の
手
紙
が
真
壁
文
書
に

あ
り
ま
す
の
で
ご
紹
介
し
ま
す
。

（
前
略
）
又
先
日
物
語
申
候

草
紙
、
只
今
進
入
候
、
今
日

迄
失
念
申
候
而
延
引
迷
惑
仕

候
、
老
耄
之
儀
候
間
、
可
有

御
免
候
歟
、
尚
貴
面
之
時
分
、

可
申
承
候
間
、令
略
候
、恐
々

謹
言
、
南
無
阿
弥
陀
仏

�

六
月
廿
一
日
　
　
有
三

闇
礫
軒
へ

　
お
か
し
き
草
紙
に
て
候
、

御
用
所
之
儀
斗
う
つ
し
お
か

せ
ら
れ
候
ハ
ヽ
尤
可
然
存

候
、
か
様
之
物
を
ハ
茶
湯
か

た
に
ハ
他
人
に
一
か
う
か
へ

し
申
候
と
承
及
候
（
後
略
）

檀家総代にあてた遊行上人の手紙

�

真
壁 

常
永
寺 

惣
檀
中
　

�

（
大
関
家
文
書
）

（
大
意
）
老
僧
の
私
は
こ
の
た
び

信
州
野
沢
で
念
仏
で
の
布
教
を
行

い
ま
し
た
。
ま
た
、
12
月
中
旬
頃

か
ら
常
永
寺
で
念
仏
札
を
人
々
に

配
り
、
年
を
越
そ
う
と
思
っ
て
い

歴
史
資
料
館
だ
よ
り

史
資
料
館
だ
よ
り

文
化
財
課

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
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ま
す
。
そ
の
時
は
皆
さ
ま
の
お
取

り
成
し
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

こ
の
手
紙
は
宝
暦
八
年
（
１
７

５
８
年
）
に
野
沢
（
長
野
県
佐
久

市
）
を
訪
れ
て
い
た
他
阿
一
海
上

人
が
常
永
寺
に
出
し
た
も
の
で
、

年
末
年
始
に
真
壁
に
滞
在
し
て
活

動
を
行
う
意
向
を
伝
え
て
い
ま

す
。

　

歴
代
の
遊
行
上
人
が
廻
国
し
て

お
り
、
こ
の
年
に
限
ら
ず
桜
川
市

域
を
何
度
も
訪
れ
て
い
ま
す
。
羽

黒
の
福
蔵
寺
（
加
茂
部
）
か
ら
真

壁
の
常
永
寺
、
そ
し
て
鷲
宿
の
西

照
寺
（
高
久
）
や
蔵
福
寺
（
筑
西

市
）
へ
向
か
っ
て
い
ま
す
。

　

さ
て
、
６
月
15
日
は
、
現
在
の

暦
で
は
７
月
下
旬
、
今
年
だ
と
７

月
20
日
に
あ
た
り
ま
す
が
、
夜
空

に
ま
ん
丸
の
月
が
昇
っ
て
い
た
は

ず
で
す
。
こ
れ
は
旧
暦
が
月
の
満

ち
欠
け
を
基
本
と
し
、
新
月
を
月

の
初
め
と
す
る
か
ら
で
、
十
五
夜

は
ほ
ぼ
満
月
に
な
る
の
で
す
。

　

真
壁
祇
園
祭
の
神
輿
還
御
も
６

月
15
日
に
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

興
味
深
い
草
紙
（
冊
子
本
）
を

使
者
に
持
た
せ
る
の
で
、
写
し
お

く
と
良
い
、
茶
の
湯
の
接
待
で
も

重
宝
す
る
と
い
っ
た
内
容
で
す
。

　

闇あ
ん
れ
き
け
ん

礫
軒
は
戦
国
時
代
の
当
主
、

真ま
か
べ壁
久ひ

さ
も
と幹
（
道
無
）
の
こ
と
で
、

戦
国
武
将
も
茶
の
湯
な
ど
に
興
味

を
持
っ
て
文
化
人
と
付
き
合
っ
て

い
た
こ
と
が
分
か
る
史
料
で
す
。

　

江
戸
時
代
に
入
り
、
６
月
15
日

付
け
で
時
宗
の
常
永
寺
（
真
壁
町

古
城
）
に
あ
て
た
、
遊
行
上
人
の

手
紙
も
残
っ
て
い
ま
す
。

一
筆
令
啓
達
候
、
各
弥
可
為

御
無
異
珍
重
令
存
候
、
老
衲

此
節
於
信
州
野
沢
令
化
益

候
、
将
亦
当
極
月
中
旬
頃
よ

り
、
於
常
永
寺
賦
算
可
令
越

年
存
候
、
其
節
各
御
取
持
頼

入
存
候
、
右
可
申
述
如
是
候
、

穴
賢

名
号

�

六
月
十
五
日
　
　
遊
行
上
人


